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①
伊
達
政
宗 
起 き 
請 

し
ょ
う 

文 もん

　

伊
達
政
宗
が
小
野
崎
彦
三
郎
昭
通
に
宛
て
た
起
請
文

で
す
。
起
請
文
と
は
、
那
智
瀧
宝
印
の
あ
る
護
符
に
書

か
れ
た
も
の
で
、
政
宗
の
花
押
と
血
判
が
あ
り
ま
す
。

誓
約
書
の
よ
う
な
役
割
が
あ
り
、
和
睦
や
同
盟
に
し
ば

し
ば
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
誓
約
内
容
を
記
し
た

「
前
書
」
と
、
誓
約
内
容
を
破
っ
た
際
に
神
仏
か
ら
罰
を

受
け
る
旨
を
記
し
た「
神
文
」「
罰
文
」で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
起
請
文
は
３
か
条
か
ら
成
っ
て
い
て
、
政
宗
と

昭
通
の
密
約
を
裏
付
け
る
も
の
で
す
。

　

先
日
、
ひ
た
ち
な
か
市
の
商
家
で
発
見
さ
れ
た
５
通
の
古
文
書
。
こ
れ
ら
は
、
今
か
ら
４
０
０
年
以
上
前
に
、
奥
州
の
武
将
・ 
伊  
達  
政  
宗 

だ 

て 

ま
さ 
む
ね

が
、
額
田
城
主
で
あ
っ
た 
小  
野  
崎  
彦  
三  
郎  
昭  
通 
に
宛
て
た
も
の
で
、
政
宗
が
昭
通
に
内
通
を
誘
っ
た
「
密
書
」
と
も
呼
べ
る
文
書
も
含
ま
れ

お 

の 

ざ
き 
ひ
こ 
ざ
ぶ 
ろ
う 
あ
き 
み
ち

て
い
ま
し
た
。
こ
の
５
通
の
古
文
書
は
、
奥
州
の
伊
達
氏
と
、
額
田
城
主
で
あ
っ
た
小
野
崎
氏
が
密
接
な
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
貴
重

な
史
料
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
５
通
の
古
文
書
に
つ
い
て
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る
漢
字
に
直
し
て
一
般
に
読
め
る
形
式
に
し
た
「
翻
刻
」
と
、
文
の
「
大
意
」

を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
ま
す
。

【
翻
刻
】

　
　
　
　
　

起
請
文
之
事

一
、
南
郷
出
馬
之
上
、
何
迚
も
入
馬
候
儀
、
其
元
へ

可
有
通
信
之
事

一
、
其
元
事
切
候
以
後
、
若
無
事
ニ
取
成

　

事
候
者
、
相
談
之
事

一
、
中
川
北
ニ
江
戸
領
之
内
、
弓
箭
本
意
ニ

　

付
而
者
、
可
宛
行
事
、
此
旨
偽
ニ
候
者
、

　

梵
天
・
帝
尺
・
四
大
天
王
・
堅
牢
地
神
・

　

熊
野
三
所
権
現
・
八
幡
大
菩
薩
・
摩

　

利
支
尊
天
、
惣
而
日
本
国
中
大
小

　

神
祇
、
無
紛
各
々
可
蒙
御
罰
者
也
、

　

仍
如
件
、

　

天
正
十
七
年
（
己
丑
）
十
月
晦
日　

政
宗
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

小
野
崎
彦
三
郎
殿　
　
（
血
判
）

展示の様子

【
大
意
】

　

起
請
文
の
こ
と
。
一
、 
南  
郷 
へ
出
馬
し
た
際
、

な
ん 
ご
う

な
に
が
あ
ろ
う
と
も
（
南
郷
へ
）
着
陣
し
た
時
に

は
、
必
ず
汝
へ
連
絡
を
と
る
こ
と
と
す
る
。
一
、

汝
が
（
佐
竹
と
）
手
切
れ
し
た
後
、
も
し
身
柄
や

所
領
を
保
証
す
る
よ
う
な
必
要
が
生
じ
た
な
ら

ば
、
相
談
に
応
じ
る
こ
と
。
一
、
那
珂
川
以
北
の

江
戸
氏
の
所
領
の
内
、（
佐
竹
氏
お
よ
び
江
戸
氏

と
の
）
合
戦
で
本
懐
を
遂
げ
た
な
ら
ば
、
所
領
を

 
宛  
行 
う
こ
と
。 
此  
旨 
に
偽
り
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、

あ
て 

が 

こ
の 
む
ね

 
梵  
天 
・ 
帝 

ぼ
ん 
て
ん 

た
い 

尺 
し
ゃ
く

・ 
四  
大  
天  
王 
・ 
堅  
牢  
地  
神 
・ 
熊  
野  
三 

し 

だ
い 
て
ん 
の
う 

け
ん 
ろ
う 

ち 

し
ん 

く
ま 

の 

さ
ん

 
所  
権  
現 
・ 
八  
幡  
大  
菩  
薩 
・ 
摩  
利  
支  
尊  
天 
、
日
本
国

し
ょ 
ご
ん 
げ
ん 

は
ち 
ま
ん 
だ
い 

ぼ 

さ
つ 

ま 

り 

し 

そ
ん 
て
ん

中
す
べ
て
の
大
小
神
々
の 
御  
罰 
を
間
違
い
な
く 
蒙 

お
ん 
ば
つ 

こ
う
む

る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て 
件 
の
と
お
り
で
あ
る
。

く
だ
ん

　

今
回
の
古
文
書
の
発
見
に
伴
い
５
月
３
日
、

総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
で
、
歴
史
フ
ォ
ー
ラ

ム
「
新
発
見
『
小
野
崎
文
書
』
の
世
界
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
史
料
だ
け
に
関
心
も

高
く
、
会
場
は
満
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
所
蔵
者
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
こ
の
５

通
の
古
文
書
が
４
月　

日
か
ら
５
月　

日
ま
で

２７

１２

歴
史
民
俗
資
料
館
で
特
別
公
開
さ
れ
、
連
日
大

勢
の
か
た
が
来
場
し
ま
し
た
。

歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

新
発
見「
小
野
崎
文
書
」の
世
界

新
発
見「
小
野
崎
文
書
」の
世
界

新
発
見「
小
野
崎
文
書
」の
世
界

多くの歴史ファンが
集まったフォーラム

問い合わせ　歴史民俗資料館　　�２９７－００８０

〜
政
宗
の「
密
書
」を
読
む
〜

特　

集



広報なか６月号３

②
伊
達
政
宗
書
状

　

文
禄
２
年
（
１
５
９
３
）
２
月　

日
付
け

１１

で
、
政
宗
が
昭
通
宛
て
に
送
っ
た
書
状
で

す
。
額
田
城
を
退
去
し
た
昭
通
は
、
伊
達
氏

の
も
と
に
身
を
寄
せ
、
厚
遇
を
受
け
ま
す
。

伊
達
家
臣
と
し
て
の
昭
通
の
様
子
が
読
み
取

れ
ま
す
。

【
翻
刻
】

「
糠
田
彦
三
郎
殿
」

其
後
此
表
之
義
○
○
○
」
床
布
可
有
之
候
、

高
麗
之
儀
」
自
大
明
国
勅
使
被
相
立
」
御
無

事
御
懇
望
候
、
因
茲
」
小
西
摂
津
守
彼
勅
使

同
心
」
近
日
当
津
へ
可
為
着
舟
」
之
由
候
、

於
爰
元
も
御
悦
喜
」
被
思
召
、
彼
御
馳
走
儀
、

各
々
」
支
度
被
仰
付
候
、
此
分
ニ
候
者
」
軈

而
御
帰
路
ニ
候
ハ
ん
哉
、
扨
々
」
旧
冬
ハ
為

届
与
風
ニ
被
御
登
」
之
儀
、
更
々
無
申
斗
候
、

此
等
之
通
」
顕
先
書
候
上
、
途
中
無
相
」
違

御
下
向
ニ
候
哉
、
朝
夕
無
心
元
」
存
斗
候
、

万
吉
期
来
信
候
、」
恐
々
謹
言
、

　

二
月
十
一
日 

政
宗
（
花
押
）

　
　

糠
田
彦
三
郎
殿

【
大
意
】

　

そ
の
後
、
こ
ち
ら（
名
護
屋
）の
こ
と﹇　

﹈

知
り
た
い
で
し
ょ
う
。 
高  
麗 
の
件
は
、 
大  
明 

こ
う 
ら
い 

だ
い 
み
ん

 
国 
よ
り 
勅  
使 
が
立
て
ら
れ
和
議
を
望
ん
で
き

こ
く 

ち
ょ
く 
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め 
小  
西  
行  
長 
が
明
国
の
使

こ 

に
し 
ゆ
き 
な
が

者
を
伴
い
近
日 
当  
津 
（
名
護
屋
）
へ

と
う 

つ

 
着 

ち
ゃ
く 

舟 
す

し
ゅ
う

る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
ち
ら
（ 
秀  
吉 
・
諸
大

ひ
で 
よ
し

名
）
と
し
て
も
喜
ば
し
く
思
わ
れ
、
彼
の
使

者
を
も
て
な
す
た
め
、
各
自
準
備
を
命
じ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
分
な
ら
ば
、
や
が
て
（
京

都
・
国
元
に
）
戻
れ
る
で
し
ょ
う
。
さ
て
、

旧
冬
に
（
昭
通
が
書
状
や
荷
物
を
）
届
け
る

た
め
上
京
し
た
件
、
お
礼
の
申
し
よ
う
も
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
前
の
書
状

（
同
年
正
月
五
日
付
）
に
明
ら
か
で
す
が
、
途

中
何
事
も
な
く
帰
れ
ま
し
た
か
。
朝
夕
心
配

し
て
い
ま
す
。
で
は
ま
た
次
の
手
紙
で
。

 
恐  
 々

き
ょ
う 
き
ょ
う 
謹  
言 
。

き
ん 
げ
ん

③
伊
達
政
宗
書
状

　

文
禄
３
年
（
１
５
９
４
）
４
月　

日
付
け

１８

で
、
政
宗
が
昭
通
宛
て
に
送
っ
た
書
状
で
す
。

　

前
年
の
９
月
に
朝
鮮
半
島
か
ら
帰
還
し
た

も
の
の
、
本
拠
で
あ
る 
岩  
出  
山 

い
わ 

で 

や
ま 

城 
へ
戻
る
こ

じ
ょ
う

と
は
許
さ
れ
ず
、
京
都
に
滞
在
し
て
い
た
政

宗
が
送
っ
た
近
況
報
告
で
す
。
豊
臣
政
権
下

に
お
け
る
自
ら
の
立
場
の
安
定
を
、
昭
通
を

は
じ
め
と
す
る
家
臣
に
伝
え
る
こ
と
で
、
家

中
の
統
制
を
は
か
ろ
う
と
い
う
政
宗
の
意
図

が
読
み
取
れ
ま
す
。

【
翻
刻
】

其
後
無
音
之
条
、
及
」
書
状
候
、
此
表
別
而
」

無
替
之
旨
、
両
殿
様
」
弥
々
御
繁
栄
、
御
遊

山
」
迄
候
、
御
前
へ
節
々
」
被
召
出
、
仕
合

如
存
分
候
、」
可
為
大
慶
候
、
尚
以　

子
」
富

塚
近
江
守
口
上
ニ
可
有
之
候
、
恐
々
謹
言
、

　

卯
月
十
八
日 

政
宗
（
花
押
）

　
　

糠
田
彦
三
郎
殿

【
大
意
】

　

そ
の
後
、
音
信
が
途
絶
え
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
書
状
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
ち
ら

（
京
都
）
は
特
に
変
わ
り
は
な
く
、
両
殿
様

（
豊
臣
秀
吉
・
同 
秀  
次 
）は
ま
す
ま
す
御
繁
栄

ひ
で 
つ
ぐ

な
さ
れ
、（
吉
野
の
花
見
に
） 
御  
遊  
山 
な
さ
れ

ご 

ゆ 

ざ
ん

ま
し
た
。（
政
宗
は
両
殿
様
の
）御
前
に
し
ば

し
ば
召
し
だ
さ
れ
、
と
て
も
幸
運
な
こ
と
と

感
じ
て
い
ま
す
。
お
慶
び
く
だ
さ
い
。
な
お

詳
し
い
こ
と
は 
富  
塚  
近  
江  
守 
（ 
宗  
綱 
）
が
口

と
み 
づ
か 
お
う 
み
の 
か
み 

む
ね 
つ
な

頭
で
説
明
す
る
で
し
ょ
う
。
恐
々
謹
言
。



４

④
伊
達
政
宗
書
状

　

文
禄
３
年
（
１
５
９
４
）　

月　

日
付
け

１１

２８

で
政
宗
が
昭
通
に
送
っ
た
書
状
で
す
。
政
宗

の
京
都
で
の
近
況
や
、
留
守
中
の
気
遣
い
へ

の
謝
意
と
と
も
に
、
昭
通
に
対
す
る 
堪  
忍  
分 

か
ん 
に
ん 
ぶ
ん

（
客
将
に
対
す
る 
俸  
禄 
）
の
差
配
が
記
さ
れ
、

ほ
う 
ろ
く

昭
通
が
伊
達
家
の
家
臣
団
に
お
い
て
特
別
な

立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

【
翻
刻
】

其
後
、
此
表
之
儀
、
無
心
」
元
可
有
之
候
、

別
而
」
無
相
替
儀
候
、
追
日
」
両
殿
様
御
前

仕
合
」
如
存
分
候
、
可
為
大
意
、」
長
々
留
守

中
、
諸
」事
機
遣
も
可
有
候
哉
、」察
入
候
、
此

度
随
出
所
」
候
其
方
堪
忍
分
儀
、」
勘
解
由
兵

衛
ニ
申
付
候
、」
在
京
之
上
不
任
存
分
」
事
、

所
存
之
外
ニ
候
、
猶
」
期
来
便
不
能
細
書

候
、」
恐
々
謹
言
、」

　

霜
月
廿
八
日　

政
宗
（
黒
印
）

　

小
野
崎
彦
○
○
殿

【
大
意
】

　

そ
の
後
、
こ
ち
ら
（
京
都
）
の
こ
と
が
気

が
か
り
で
し
ょ
う
。
特
に
、
変
わ
り
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
日
を
追
っ
て
、
両
殿
様
（
豊
臣

秀
吉
・
同
秀
次
）
に
お
会
い
で
き
た
こ
と
は

大
変
幸
運
な
こ
と
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
大

変
め
で
た
い
こ
と
で
す
。
長
々
と
（
私
の
）

留
守
中
に
、
諸
事
へ
の
気
遣
い
が
あ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
察
し
入
り
ま
す
。
今
回
の
出

仕
に
よ
る
あ
な
た
の
堪
忍
分
は
、 
勘  
解  
由 

か 

げ 

ゆ 
兵 

ひ
ょ
う

 
衛 （ 
屋  
代  
景  
頼 
）
に
申
し
付
け
ま
し
た
。（
私

え 

や 

し
ろ 
か
げ 
よ
り

が
）
在
京
の
た
め
、（
あ
な
た
に
国
元
の
政
治

等
を
）
存
分
に
任
せ
て
い
な
い
こ
と
は
、
私

の
思
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
す
。
ま
た
、

次
の
便
り
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
細
か
い

こ
と
は
申
し
上
げ
ま
せ
ん
。
恐
々
謹
言
。

⑤
伊
達
宗
実
書
状

　

政
宗
の
九
男
で
、 
亘  
理 
伊
達
氏
二
代
目
で

わ
た 

り

あ
る 
宗  
実 
が
送
っ
た
書
状
で
、
宛
先
の
額
田

む
ね 
ざ
ね

久
兵
衛
は
、
昭
通
の
子
の 
定  
通 
か
、
孫
の 
忠 

さ
だ 
み
ち 

た
だ

 
通 
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
頃
、
額
田
小
野

み
ち崎

氏
は
水
戸
藩
士
と
な
っ
て
お
り
、
恩
義
を

受
け
た
亘
理
伊
達
氏
と
、
水
戸
藩
士
官
後
も

交
流
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

【
翻
刻
】

御
飛
札
、
殊
押
懸
二
掛
」
送
預
、
誠
以
毎
度
之

御
」
心
付
萬
意
存
候
、
如
仰
之
」
改
年
之
御

慶
、
目
出
度
」
存
候
、
其
許
御
無
異
之
由
」

珍
重
存
候
、
拙
子
事
久
敷
」
相
煩
候
、
于
今

無
然
致
迷
惑
候
、」
猶
自
是
可
得
御
意
候
、」

恐
惶
謹
言
、

 

伊
達
安
房

　

二
月
五
日 

宗
実
（
花
押
）

　
　

額
田
久
兵
衛
様

　
　
　
　
　
　
　
　

御
報

【
大
意
】

　
 
飛  
札 
（
急
ぎ
の
手
紙
）
に
特
に 
押  
掛 
（
馬

ひ 

さ
つ 

お
し 
か
け

具
と
し
て
使
う
組
紐
）
二
掛
を
副
え
て
送
っ

て
い
た
だ
き
、
誠
に
毎
度
な
が
ら
そ
の
お
心

遣
い
に
は
万
感
の
思
い
で
す
。
仰
せ
の
と
お

り
新
年
の
慶
賀
め
で
た
く
思
い
ま
す
。
そ
ち

ら
は
別
条
な
い
と
の
こ
と
で
、
大
変
結
構
な

こ
と
で
す
。
私
の
事
で
す
が
、
久
し
く
病
気

を
患
い
、
今
も
全
快
せ
ず
、
難
儀
し
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
お
考
え
を
承
り
た
く
存
じ
ま

す
。 
恐 

き
ょ
う 

惶  
謹  
言 
。

こ
う 
き
ん 
げ
ん


